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を
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司

入
塊

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て

以
前

は
嗚
居
工
Ｔ
日
に

が

、
都
市
計

画
道
路

の
関
係

＋
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馬
生馬を神霊に供える儀式は古くからあつた。

奈良時代になつて生き馬に代わり、板馬、絵馬が登場した。

木製馬形の献上が一般化したのは平安時代である。

形は様々であるが、関東では屋根型が多い。

鴨居では、杉山神社に大絵馬2枚、中絵馬4枚が残っている。

L憂置田E]嘉永4年 (1851年 )奉納 願主は、鴨居村 恵比寿請中十三人

R目雄爺合戦J和藤内の虎退治の段 「鬼一法限六轄三略」の段
絵師「歌り|1宗週絵師「歌川国喜三吉」

L~0~■
~3~1全
て絵師不明

「須佐之男命の八俣大蛇退治」の段
安政二年(1855年 )奉納

「楠公父子の別れ」の段
安政四年(1857年 )奉納

「牛若丸と弁慶」合戦の段

慶応三年(1867年 )奉納
願主は、黒滝

「拝み」の段
奉納年・願主不明


